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Cold Bleach Enzyme Granules は、酸素漂白系洗剤で低温条件の漂白立ち上がりを補助
する酵素顆粒です。過酸化物源を含む処方中で、着色汚れや臭気原因物質に作用する酸
化反応を支援し、高温や塩素系漂白に過度に依存しない洗浄設計に適します。
Enzymes.bio は本品の供給業者であり、製品はオンラインで1 kg単位にて購入でき、
CoAおよびSDSは注文時に併せて提供されます。

製品の位置づけ：低温酸素漂白を補助する酵素顆粒

Cold Bleach Enzyme Granules – Oxygen Bleach Activator For Detergent Formulations は、粉末洗
剤、顆粒洗剤、酸素系洗浄剤、ランドリー用ブースターなどの処方で、酸素漂白の低温性能を補助
するために使われる酵素顆粒です。ここでいう「cold bleach」は、氷温のような極端な低温ではな
く、家庭洗濯や業務用ランドリーで温水使用を抑える常温域から中低温域の洗浄条件を指す実務的
な表現です。

酸素漂白は、過炭酸ナトリウムなどの過酸化物源から過酸化水素を供給し、その酸化力で発色団や
臭気原因物質を変化させる処方技術です。ただし、過酸化水素そのものの反応速度は温度に強く依
存し、低温洗浄では茶、コーヒー、果汁、ワイン、草汁などの着色汚れに対して十分な漂白速度が
得られにくい場合があります。低温洗濯の普及、省エネルギー化、繊維保護、色柄物への配慮が進
むほど、酸素漂白を低温で働きやすくする活性化技術の重要性は高まります。

本品は、洗剤処方中の酸素漂白系を構成する補助成分として位置づけられます。単独で塩素系漂白
剤のように働く成分ではなく、過酸化物源、界面活性剤、ビルダー、キレート剤、他の洗剤酵素、
香料、基材などと組み合わせた処方全体の中で役割を発揮します。Enzymes.bio は本品を製造する
企業または分析研究所ではなく、B2B向けに供給するオンライン販売業者です。
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低温洗浄で酸素漂白が不足しやすい理由

過酸化水素だけでは反応速度が温度に制約される

酸素漂白の基本成分である過酸化水素は、塩素系漂白剤と比較して処方設計上扱いやすく、分解後
に水と酸素へ向かう点で洗剤分野に広く利用されています。しかし、低温では酸化反応の進行が遅
くなり、短い洗濯時間内で目に見える漂白効果に到達しにくいことがあります。特に、洗濯機の節
水化や短時間コース、低温コースでは、温度、時間、機械力、薬剤濃度のすべてが漂白性能に影響
します。

着色汚れの多くは、共役二重結合、フェノール性構造、ポリフェノール酸化物、天然色素、メイラ
ード反応由来の褐色成分など、可視光を吸収する化学構造を含みます。漂白とは単に「汚れを溶か
す」ことではなく、これらの発色構造を酸化的に変換し、色を弱めたり、繊維表面から界面活性剤
で除去されやすい状態に変えたりする過程です。反応が遅ければ、洗濯終了時点で色残りが生じや
すくなります。

低温化は省エネルギーと繊維保護には有利だが、漂白には不利になりやすい

洗浄温度を下げることは、家庭用洗剤でも業務用ランドリーでも重要です。温水や熱水を使う工程
では、加熱エネルギーが運転コストと環境負荷に直結します。また、高温洗浄は一部の繊維、染
色、プリント、伸縮素材に対して、縮み、色落ち、風合い低下、黄変を引き起こす可能性がありま
す。

一方で、洗浄温度を下げると、界面活性剤による油汚れの乳化、酵素による基質分解、酸素漂白に
よる酸化反応がいずれも影響を受けます。したがって、低温洗剤では単に「漂白剤を入れる」だけ
では不十分で、過酸化物源の溶解、pH、過酸生成、汚れとの接触、繊維への再付着抑制を含む総合
設計が必要になります。
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Figure 1. 저온 표백 효소 과립은 완제품 세제가 아니라 계면활성제, 빌더, 효
소 및 산소계 표백원과 함께 사용되는 건식 제형 첨가제로 기능한다.

塩素系漂白に頼りにくい処方領域がある

塩素系漂白剤は強い酸化力を持ちますが、衣料用洗剤や多用途粉末洗剤では制約が多くなります。
色柄物への影響、繊維ダメージ、塩素臭、金属部材への腐食、他成分との不適合、保管時の安定性
などが問題になりやすいためです。特に、酵素を含む処方では、強い塩素系酸化剤は酵素タンパク
質の構造を損ない、機能を低下させる可能性があります。

酸素漂白系は、塩素系に比べて穏やかな設計がしやすく、界面活性剤、ビルダー、洗剤酵素との組
み合わせによって、洗浄、漂白、除臭、繊維ケアを同時に狙うことができます。Cold Bleach
Enzyme Granules は、この酸素漂白系の低温側の弱点を補うための活性化成分として利用されま
す。

作用機序：過酸化水素をより反応性の高い酸化種へ導く

酸素漂白の中心は発色団の酸化である

酸素漂白では、過酸化水素またはそれに由来する反応性酸化種が、汚れ中の発色団を酸化します。
茶渋やコーヒー汚れではポリフェノール由来の褐色成分、果汁やワインでは天然色素や酸化重合
物、草汁ではクロロフィル関連成分や植物由来色素が関与します。これらは繊維上で界面活性剤だ
けでは落ちにくい場合があり、酸化によって分子構造が変化すると、色が薄く見える、または洗浄
工程で分散・除去されやすくなります。
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臭気原因物質についても、酸素漂白は一定の補助効果を持ちます。硫黄含有化合物、アミン類、不
飽和脂肪酸の酸化生成物などは、酸化により揮発性や臭気閾値が変わることがあります。ただし、
臭気対策は漂白だけで完結するものではなく、界面活性剤による油性汚れの除去、プロテアーゼや
リパーゼによる汚れ分解、ビルダーによる水質制御、香料設計などと組み合わせて評価されます。

酵素型活性化では「過加水分解」が鍵になる

低温漂白活性化の代表的な考え方は、過酸化水素をそのまま使うのではなく、洗浄液中でより反応
性の高い有機過酸を生じさせることです。非酵素系の漂白活性化剤では、アシル供与体が過酸化水
素と反応して過酸を生成する設計が知られています。酵素型の活性化では、同様の過酸生成を、酵
素触媒によって温和な条件で促進する考え方が中心になります。

単純化すると、反応は次のように表せます。

[ \text{アシル供与体} + \text{過酸化水素} \xrightarrow{\text{酵素}} \text{有機過酸} + \text{副生
成物} ]

Figure 2. 표백 활성화는 열에 의한 과산화물 표백이 더딘 낮은 온도의 세탁
액에서도 과산화물 화학 반응이 유용한 산화를 일으키도록 돕는다.

この反応は過加水分解と呼ばれる考え方で説明できます。通常、水中ではアシル供与体は水と反応
して加水分解を受ける可能性があります。酵素型活性化では、酵素の活性部位がアシル中間体を形
成し、そこへ水ではなく過酸化水素が求核剤として関与することで、過酸生成が進みやすくなりま
す。生成した有機過酸は、過酸化水素単独よりも低温で有機色素や臭気成分に反応しやすい場合が
あります。
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ここで重要なのは、酵素が「漂白剤そのもの」ではなく、反応経路を変える触媒として働く点で
す。酵素は反応のたびに消費される成分ではなく、条件が合えば複数回の触媒サイクルに関与しま
す。ただし、酵素はタンパク質であるため、強い酸化環境、塩素系成分、極端なpH、高温、高湿保
管などによって構造が変化し、活性が低下する可能性があります。

競合反応を理解すると処方上の役割が見えやすい

酵素型酸素漂白活性化では、望ましい反応と競合反応が同時に存在します。望ましい反応は、アシ
ル供与体と過酸化水素から過酸が生成する過加水分解です。一方で、アシル供与体が水と反応して
しまう通常の加水分解、過酸化水素が無駄に分解する反応、生成した過酸が汚れではなく処方中の
酸化されやすい成分と反応する経路もあります。

したがって、低温漂白活性化の性能は、酵素だけで決まるものではありません。過酸化物源の溶解
性、アルカリ剤やビルダーによるpH、金属イオンの管理、界面活性剤の種類、汚れの疎水性、洗濯
液中の水量、洗濯時間、繊維の種類が結果に影響します。Cold Bleach Enzyme Granules は、こう
した処方ネットワークの中で、酸素漂白反応の有効な経路を増やすための顆粒状補助成分として理
解するのが適切です。

酸素漂白活性化アプローチの比較

アプローチ 主な作用種・機構 低温洗浄での考
え方

処方上の特徴 注意点

過酸化水素ま
たは過炭酸ナ
トリウム単独

過酸化水素由来の
酸化作用

低温では反応速
度が不足しやす
い

酸素漂白の基本設
計として使いやす
い

高温・長時間に依存しやす
く、着色汚れで色残りが起
こる場合がある

非酵素系漂白
活性化剤

過酸化水素との反
応で有機過酸を生
成

過酸生成により
低温漂白を補助

粉末洗剤で実績の
ある設計が多い

活性化剤の種類、pH、溶
解性、保管安定性に依存
する

酵素型漂白活
性化顆粒

酵素触媒による過
加水分解で過酸生
成を支援

温和な条件で酸
素漂白の立ち上
がりを補助

酵素顆粒として粉
末・顆粒処方に組
み込みやすい

強酸化剤、塩素系成分、
高湿、極端なpHに配慮が
必要

塩素系漂白
次亜塩素酸系の強
い酸化作用

低温でも強力に
作用しやすい

白物や硬表面用途
では有効な場合が
ある

色柄物、繊維、臭気、腐
食、酵素との不適合が問
題になりやすい

この比較から分かるように、Cold Bleach Enzyme Granules の価値は、塩素系の強さをそのまま置
き換えることではなく、酸素漂白系の範囲内で低温性能を引き上げる点にあります。酸素系処方の
利点を維持しながら、過酸化水素単独では遅い反応を補助することが本質です。
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処方内での相互作用：酸素漂白源、界面活性剤、ビルダーとの関係

過酸化物源との組み合わせが前提になる

本品は酸素漂白活性化酵素顆粒として位置づけられるため、過酸化水素を供給する成分との組み合
わせで意味を持ちます。粉末洗剤では、過炭酸ナトリウムのような過酸化物源が一般的に使われま
す。水に溶解した過酸化物源が過酸化水素を供給し、酵素型活性化の反応基盤になります。

過酸化物源が不足していれば、過酸生成経路は十分に働きません。一方で、酸化力が過度に高い環
境では酵素タンパク質自体が損傷を受ける可能性があります。そのため、酸素漂白系では「漂白力
を上げる」ことと「酵素を保護する」ことの両方を考慮したバランスが重要です。

Figure 3. 세제 기능은 작용 메커니즘에 따라 달라지며, 효소는 생물학적 오
염물을 가수분해하고 활성 산소 표백제는 발색단과 냄새 관련 잔류물을 산화

한다.

pHは漂白、酵素、汚れ除去の全体に影響する

衣料用洗剤は、中性からアルカリ性寄りに設計されることが多く、酸素漂白や界面活性剤の働きも
pHの影響を受けます。アルカリ条件では油脂性汚れや酸性汚れの除去が進みやすくなる一方、酵素
によっては過度なアルカリ性で安定性が低下することがあります。過酸化水素や過酸の反応性もpH
によって変化するため、pHは単なる背景条件ではなく、漂白活性化そのものに関わる設計要素で
す。

また、水中の金属イオンは過酸化物の分解や汚れの再付着に影響する場合があります。ビルダーや
キレート剤は、水質を整え、界面活性剤の効率を高め、酸素漂白系の安定性に寄与します。Cold
Bleach Enzyme Granules は、こうした補助成分と一体で機能する洗剤処方用原料として扱う必要
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があります。

界面活性剤は酸化反応の前提となる「接触」をつくる

漂白反応が起こるには、酸化種が汚れに到達しなければなりません。油性汚れや複合汚れでは、着
色成分が皮脂、食品油、タンパク質、デンプン、微粒子と絡み合って繊維表面に残ります。界面活
性剤は、これらの汚れを膨潤、乳化、分散させ、漂白成分が発色団に接触しやすい状態をつくりま
す。

したがって、漂白活性化酵素は界面活性剤の代替ではありません。プロテアーゼがタンパク質汚
れ、アミラーゼがデンプン汚れ、リパーゼが脂質汚れを分解するのと同様に、Cold Bleach Enzyme
Granules は酸素漂白反応の活性化という別の役割を担います。多酵素洗剤では、それぞれの酵素が
異なる汚れ成分に作用し、全体として洗浄スペクトルを広げます。

顆粒形態の意味：粉末・顆粒洗剤での扱いやすさ

酵素を洗剤に配合する場合、粉じん、均一分散、保管安定性、他成分との接触、加工時の摩耗など
が課題になります。顆粒化された酵素製品は、粉末洗剤や顆粒洗剤に組み込みやすく、液体酵素に
比べて乾燥系処方で扱いやすい場合があります。顆粒は酵素を物理的に保護し、処方中での過酸化
物やアルカリ成分との直接接触を緩和する目的でも利用されます。

顆粒形態には、作業時の飛散を抑えやすいという利点もあります。洗剤用酵素はタンパク質である
ため、吸入ばく露や皮膚・眼への接触には一般的な酵素製品としての注意が必要です。顆粒であっ
ても酵素であることに変わりはないため、取扱いはSDSに沿って行うことが前提になります。
Enzymes.bio では、注文時にSDSおよびCoAが併せて提供されます。
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Figure 4. 저온 표백 연구에는 촉매 활성화, 효소 연계 과산화물 시스템, 반응
성 산소 전달 화학이 포함된다.

ただし、顆粒化は万能な安定化ではありません。高湿度下での保管、過度な機械的破砕、強酸化性
成分との長期接触、極端な温度条件は、酵素機能や顆粒性状に影響する可能性があります。粉末・
顆粒洗剤に使用する場合でも、処方全体の水分管理と保管条件が重要です。

主な産業用途

家庭用粉末洗剤・酸素系ランドリー洗剤

家庭用洗剤では、低温洗濯、短時間洗濯、色柄物対応、省エネルギーが同時に求められます。Cold
Bleach Enzyme Granules は、酸素漂白剤を含む粉末洗剤や酸素系ブースターにおいて、茶、コー
ヒー、果汁、ワイン、植物由来色素などの着色汚れに対する漂白補助成分として利用できます。

家庭洗濯では、汚れの種類が非常に多様です。皮脂、食品、泥、汗、タンパク質、デンプン、染料
移り、金属石けんなどが混在するため、漂白活性化酵素だけで全汚れに対応することはできませ
ん。むしろ本品は、酸素漂白が得意とする発色汚れと臭気関連成分に対し、低温側の反応性を補う
役割を担います。

業務用ランドリーとリネン洗浄

ホテル、病院外リネン、ユニフォーム、食品工場用衣類などの業務用ランドリーでは、白度、臭気
管理、再汚染防止、繊維寿命、運転コストのバランスが重要です。高温工程は洗浄力を高める一方
で、エネルギー費、設備負荷、繊維劣化につながる可能性があります。低温酸素漂白活性化は、温
度に頼りすぎずに漂白工程を補助する考え方として有用です。
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特に白物リネンでは、繰り返し洗濯による黄ばみ、食品由来の色素、飲料汚れ、汗由来の複合汚れ
が問題になります。酸素漂白系は、プロテアーゼやリパーゼ、界面活性剤、ビルダーと組み合わせ
ることで、洗浄と漂白を分担できます。Cold Bleach Enzyme Granules は、その中で酸化反応の低
温活性化を支援する成分として位置づけられます。

酸素系しみ抜き・前処理粉末

酸素系しみ抜き剤や前処理用粉末では、短時間で目に見える着色汚れへ作用することが求められま
す。過酸化物源と低温漂白活性化成分を組み合わせることで、温水に頼らない処理設計がしやすく
なります。Cold Bleach Enzyme Granules は、粉末状の前処理製品やスポット処理用の酸素系製品
において、過酸生成を介した漂白補助が期待される成分です。

ただし、前処理用途では、繊維や染色への影響にも注意が必要です。酸素系は塩素系より穏やかに
設計しやすいとはいえ、すべての染色物や繊維に無条件で適合するわけではありません。特に濃色
品、天然繊維、特殊加工品では、酸化反応そのものが外観に影響する可能性があります。

Figure 5. 저온 활성 세제 효소는 산화 가능한 얼룩을 가릴 수 있는 오염물 구
조를 분해함으로써 활성 산소 표백제를 보완한다.

塩素を避けたい酸素系洗浄処方

塩素臭、腐食、色柄物への影響、酵素との不適合を避けたい処方では、酸素漂白系が選択肢になり
ます。Cold Bleach Enzyme Granules は、塩素系漂白剤を配合しない洗剤設計で、低温における酸
素漂白の不足を補う目的に合います。これは、家庭用ランドリーだけでなく、施設向け洗浄剤、作
業服洗浄、繊維ケア重視の粉末処方でも関連します。
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期待できる処方上の利点

低温での漂白立ち上がりを補助する

最大の利点は、低温条件で酸素漂白反応を働きやすくする点です。過酸化水素単独では反応が遅い
条件でも、酵素型の過酸生成経路を利用することで、発色汚れに対する酸化反応を補助できます。
これにより、温水使用を抑えた洗浄設計、短時間洗浄、繊維への熱負荷を下げる処方での活用が考
えられます。

省エネルギー洗浄に合わせやすい

洗濯温度の低減は、家庭でも業務用ランドリーでもエネルギー使用量の削減に直結します。Cold
Bleach Enzyme Granules は、熱ではなく触媒的な活性化で酸素漂白の反応性を補う考え方に基づ
くため、省エネルギー型洗剤の処方コンセプトと相性があります。加熱に依存しない漂白補助は、
環境訴求型の洗剤設計でも重要な要素になります。

塩素を使わない漂白設計を支援する

酸素漂白系は、塩素系漂白剤と比べて、衣料用洗剤に組み込みやすい場合があります。Cold Bleach
Enzyme Granules は、酸素漂白剤と組み合わせることで、塩素系に頼らない着色汚れ対策を支援し
ます。ただし、「塩素系を完全に置き換える」と表現するのは適切ではありません。塩素系と酸素系
では作用種、反応性、適用範囲、リスクが異なるため、用途ごとに性能の見方が変わります。

他の洗剤酵素と機能を分担できる

洗剤用酵素には、プロテアーゼ、アミラーゼ、リパーゼ、セルラーゼ、マンナナーゼなど、さまざ
まな役割があります。プロテアーゼは血液、卵、乳、汗由来タンパク質に、アミラーゼはデンプン
汚れに、リパーゼは油脂汚れに、セルラーゼは綿繊維表面の微細毛羽や粒子汚れに関与します。
Cold Bleach Enzyme Granules は、それらと異なり、酸素漂白反応の活性化を担う補助成分です。

複合酵素処方では、各酵素が別々の汚れ成分に働くことで、総合的な洗浄力を高めます。たとえ
ば、食品汚れではタンパク質、油脂、デンプン、色素が混在します。漂白活性化酵素は色素成分へ
の酸化反応を補助し、他の酵素が汚れマトリックスを分解することで、汚れ全体の除去が進みやす
くなります。

使用上の現実的な理解

Cold Bleach Enzyme Granules は、酸素漂白系の性能を補助する成分であり、すべての汚れを単独
で除去する万能成分ではありません。泥汚れ、鉱物汚れ、重度の油汚れ、樹脂状汚れ、顔料系汚
れ、染料移りなどでは、酸化だけでなく、界面活性剤、分散剤、ビルダー、キレート剤、機械力、
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すすぎ性が大きく関与します。

Figure 6. 관련 제형 대상에는 분말 세제, 세탁용 정제, 얼룩 제거 보조제, 산
업용 세탁 제품, 염소를 사용하지 않는 저온 세제 콘셉트가 포함된다.

また、酵素はタンパク質であるため、強酸化性成分、塩素系成分、極端なpH、高温、高湿、長期保
管条件で機能低下を受ける可能性があります。顆粒形態は取扱いやすさと保護性を高めるために有
用ですが、処方中での安定性は成分間相互作用に依存します。酸素漂白源と酵素を同じ処方に含め
る場合、乾燥状態での水分管理や、保管中に反応が進みにくい設計が重要です。

製品説明として適切なのは、「低温酸素漂白を支援する」「酸素漂白系処方の活性化に利用できる」
「着色汚れや臭気原因物質への酸化反応を補助する」といった表現です。一方で、「常に高温漂白と
同等」「あらゆる汚れを完全除去」「塩素系漂白剤を完全代替」「繊維や色柄物に無条件で安全」とい
った断定は避けるべきです。実際の性能は、処方、洗浄条件、汚れ、繊維、保管条件によって変動
します。

Enzymes.bioでの購入と提供文書

Enzymes.bio は Cold Bleach Enzyme Granules の供給業者であり、製造業者または試験研究所では
ありません。本品は、製品ページから1 kg単位でオンライン購入できます。オンライン注文後、注
文処理と配送が進められ、通常の取扱い・安全確認に必要なCoAおよびSDSは注文時に併せて提供
されます。

本品は、酸素漂白系洗剤の処方開発、粉末・顆粒洗剤、ランドリー用ブースター、酸素系しみ抜き
製品などで、低温漂白活性化を検討する用途に適しています。供給品としての本品は、処方全体の
中に組み込まれる原料であり、完成洗剤の性能は他の成分設計と使用条件によって決まります。
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まとめ

Cold Bleach Enzyme Granules – Oxygen Bleach Activator For Detergent Formulations は、酸素漂
白系洗剤における低温性能を補助する酵素顆粒です。過酸化物源を含む処方中で、酵素型の過酸生
成経路を利用し、茶、コーヒー、果汁、ワイン、草汁などの着色汚れや臭気原因物質への酸化反応
を支援します。

この製品カテゴリの技術的価値は、過酸化水素単独では低温で遅くなりやすい漂白反応を、処方内
でより実用的に進める点にあります。高温や塩素系漂白に依存しにくい洗浄設計、省エネルギー型
ランドリー、粉末・顆粒酸素系洗剤、繊維ケアを重視する処方で検討しやすい原料です。
Enzymes.bio では、本品を1 kg単位でオンライン販売しており、CoAおよびSDSは注文時に併せて
提供されます。

Cold Bleach Enzyme Granules – Oxygen Bleach Activator For Detergent
Formulationsをオンライン注文
1 kg単位で販売、在庫あり・即出荷可能です。オンラインストアで直接ご注文・決済いただけれ
ば、当社でご注文を処理します。すべてのご注文に試験成績書（CoA）と安全データシート
（SDS）が付属します。

Cold Bleach Enzyme Granules – Oxygen Bleach Activator For Detergent Formulations
を購入 →

参考文献
初出引用順に番号を付けています。各出典はオープンアクセスで、公開時にアクセス可能であることを確認済みです。本文
中の引用番号からこちらにリンクしています。

Enzymes.bioへお問い合わせ
ご注文に関するご質問は、当社チームが喜んでサポートします。

メール wholesale@enzymes.bio 電話（米国） +1 (507) 428-6057 お問い合わせ →

400+ B2B顧客 60+ 大学研究パートナー 54 世界各国に供給
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